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「第４回 キャリアアップのためのアクションプラン」参加レポート 

 

 

今回の樋口先生の講義では、「職場で期待される役割」や「目指すリーダー像」、「その実現に向

けたキャリアプラン」などを考える複数の事前課題が出されており、それに基づき出席者同士で議

論する時間が設けられていた。日頃の研究活動では関わらない分野の方とも議論でき、職場での

役割や望む在り方にも分野ならではの違いが一部ありそうで、非常に興味深く拝聴した。 

課題に基づき互いの考えを共有する中で、自身のこだわりや弱点が明確になったように思う。例

えばマネジメントスタイルである。強制型・ビジョン型・関係重視型・参加型・率先型・育成型と類型

化されるという中で、私は参加型あるいは育成型が強く、相手の自発的意思やモチベーションを尊

重しながらプロジェクトの目標にも沿う方向性を考えようとする。今回全く別のポイントを重視したマ

ネジメントをされている参加者の方々の考え方を聞き、（大変失礼ながら）共感できなかった部分も

あり... 自分が大事にしている譲れないポイントがどこにあるのかを再認識した次第である。同時に、

取り入れたいと思う考え方も多く共有いただいた。講義でも教わったように、複数のマネジメントスタ

イルを取り入れ、多様性と柔軟性に優れたリーダーがこれからは求められると言う。今回の講義で

得た新たな視点を大切に、今後の成長に活かしていきたいと思う。 

また、今回特に心に残ったのは、「なりたい自分」から逆算してこれからの道筋を考える、バックキ

ャスティングの考え方である。目の前のことに精一杯で長期的な計画を考えられないのが私の弱点

だと、今回の講義でも改めて自覚した。「なりたい自分」を明確にし、そのために何が出来るか、今

それに向かって進めているのかを常に考えるよう心がけていきたい。 
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